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Abstract: In the present paper, we propose a field survey assistant system focused on 

functionalities of a smartphone. In our proposed system, a manager of the field survey can 

configure survey items, such as description columns, decision branches and photos and so on, and 

can assign areas for investigators. Each investigator with his/her smartphone can survey all items 

according to instructions of the system on the smartphone and all of these contents are associated 

with locations by GPS on the smartphone without regard to investigators and then these results sent 

to a server by a communication function of the smartphone. 
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1. はじめに 

フィールド調査は，調査対象地域の現況を把握

するために行われている．例えば，防犯防災活動

[1]では住民が地域を歩いて回り，必要な情報を

集めている．これまでは，紙を用いた古典的な手

法で情報が記録され，情報の集約や取りまとめが

行われていた．近年では，調査端末としてノート

PC 等を活用したデジタル化も進んでいる．中山

ら[2]は Web システムをベースとして GPS によ

る位置情報を取得した情報に関連付けて，端末の

通信機能を用いた情報の収集や GIS による情報

のとりまとめ手法を提案し，その有効性を示した． 

多人数による調査で通信機能を持つ調査端末

を用いるには，費用面を含めた調査機材の調達が

課題となる．そこで，本稿では多くの人が携帯し

ているスマートフォンの通信機能とデータ取得

機能に着目してフィールド調査を支援するシス

テムを提案する．  

 

2. フィールド調査支援システムの要求分析 

フィールド調査は多様な分野で行われている

が，以下のようないくつかの実施例を調査した．  

 防災マップづくり[1] 

 バリアフリー調査[3] 

 観光案内表示の調査[4] 

 災害後の造成宅地の調査[5] 

 災害後の液状化の調査[6] 

これらの事例を調査したところ，フィールド調

査支援システムとして，調査者の観点だけでなく，

取りまとめを行う管理者の観点からも要件を定

める必要があることがわかった．そこで，調査支
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援システムに求められる要件を，計画，実施，監

督，整理の 4つに分類して示す． 

(1) 計画 

 調査対象もしくは調査エリアの設定 

 場所や既存の情報の登録 

 調査項目の設定 

 記述欄や選択肢に関する設定 

 カメラ画像の取得や他のセンサ情報の

取得に関する設定 

 判断基準の統一化を図るための例示 

 調査者の登録 

 調査者への調査対象もしくは調査エリアの

割り振り 

(2) 実施 

 調査対象もしくはエリアに関する情報提示 

 場所 

 未調査エリアと調査エリア 

 調査手順に従って項目の表示 

 調査漏れ項目の強調 

 「気づき」などの記録 

 カメラ画像への直接的な記録 

 画像データのサーバへの集約 

 (3) 監督 

 調査者の活動状況の確認 

 調査データの確認 

 調査の進捗の確認 

 調査障害の把握 

(4) 整理 

 調査データの集約 

 調査データの分析 

 

3. スマートフォンを用いたフィールド調査支援

システム 

情報の入力として，テキスト入力やタッチが可

能であること，写真，位置，方向を取得できるこ

と，調査端末としてのソフトウェア配布が容易な

こと，通信機能を持っていること，管理者側で新

たに機材を調達したり調査者に貸与しなくても

良いことから，スマートフォンに着目した調査支

援システムを提案する． 

3.1 システムの構成 

提案システムの構成を図 1に示す．提案システ

ムは管理者用のパソコンと調査者用のスマート

フォンから成るクライアントとサーバから構成

される．調査者用のフィールド調査支援システム

ソフトウェアが導入されたスマートフォンは，サ

ーバから調査者用の指示情報の取得や，サーバへ

の調査結果のアップロードを行える．管理者用の

クライアント端末では，フィールド調査を計画す

る機能，調査を監督する機能，フィールド調査後

の整理を行う機能がある．  

 

図 1:スマートフォンを用いた汎用調査システム 

 

3.2 管理者による調査計画 

管理者には，調査計画に必要な設定を行うため

の機能を提供する． 

(1) 調査対象もしくは調査エリアの設定 

フィールド調査では，個別の調査対象が明確な

場合と，個別の調査対象が明確ではないが，調査

対象の特性と調査エリアが明確な場合がある．両

方に対応するため，調査対象の指定を以下の 2種

類の歩方法で設定する． 

 調査対象の位置 

 調査エリア 

調査エリアの設定は，地図上に直接調査エリア

を描いて設定する．設定した地点や範囲を確認で

きるようにするため，地図上に地点や範囲が表示

される(図 2)ようにする．  



図 2:調査エリアの設定 

 

(2) 調査項目の設定 

調査項目には，調査対象の調査内容と調査手法

を定めるために，データ取得方法やセンサ情報取

得方法，データ取得方法の例示の要素がある． 

調査項目の要素の設定を以下に示す． 

 調査内容：文章による記述 

 データ取得方法：方法一覧から選択 

 センサ情報取得：センサ複数選択 

 注意事項：文章画像の記述，センサ複数選択 

 注意事項の要素は，記録時の注意を文章と画像

で記述したり，判断基準の統一化を図るための例

示などを示す． 

(3) 調査者への調査対象もしくは調査エリアの

割り振り 

調査対象もしくは調査エリアの設定と，調査者

の登録後，調査者の能力，興味，その他の要素を

勘案して，各調査者に，調査対象もしくは調査エ

リアを割り振る．  

3.3 調査者による調査実施 

調査者用クライアントの機能を示す．  

(1) 調査対象もしくは調査エリアに関する情報

提示 

各調査者には，自分が担当する調査対象もしく

は調査エリアを地図もしくはリストで確認でき

る機能を提供する．また，調査者は調査エリアに

必ずしも詳しいわけではないため，自身の位置と

調査エリアの位置関係が分からなくなる可能性

がある．そこで地図上に現在地を表示することで，

調査対象との位置関係を確認できるようにする． 

(2) 調査手順に従った項目の表示 

管理者によって設定され，地図で示される調査

対象もしくは調査エリアに基づき調査を行い，調

査データを記録する際には，管理者によって設定

された調査項目リスト (図 3)を利用する．調査項

目リストには，調査対象に関して調査を行うべき

項目が一覧で示されており(図 3左)，データ取得

の際に提示される注意事項を確認しながら調査

データを入力(図 3右)することで，調査項目に設

定された内容やデータ取得方法など，調査手法に 

沿った調査を行うことができる． 

図 3:調査項目リスト 

 

また調査漏れを防ぐため，未調査の調査項目が

ある状態で記録を完了しようとすると，リスト上

の調査が行われていない項目の色が変化し，未調

査であることを強調する． 

(3) 写真に対する情報や気づきの付加 

写真は調査エリアの情報を記録する上で効果

的な手段であるが，写真だけでは調査者の注目箇

所が分かり難い場合がある．そこで，写真を撮っ

たその場で，写真に対して情報や気づきを，指や

タッチペンで直接書き込めるようにする．ただし，

写真への書き込みは原本に手を加えるのではな

く，仮想的な透明レイヤを写真の上に置き，書き

込める(図 4)ようにする． 

範囲の表示 

地点の表示 



図 4:写真に対する注釈付加 

 

(4) 調査データのサーバへの集約 

 調査の分析のためには，調査データが集約され

ることは欠かせない．各調査対象の調査が完了す

ると，調査データはサーバに送信される．調査地 

域で一時期に通信ができない場合には，調査デー

タは一時的に調査端末内に保存され，通信が可能

となった時点でサーバに送信される． 

 

3.4 管理者による調査の監督 

調査者の調査状況は，管理者用のクライアント 

端末で調査者の位置情報や受信した調査データ

をモニタリングすることで行える．調査者の位置

情報は，スマートフォンが通信可能状態のときに

は，定期的にサーバに通知される．  

(1) 調査の進捗確認 

調査の進捗確認は，完了した調査件数により判

定を行う．完了した調査件数は，サーバが受信し

た調査データの数を集計することで得られ，調査

者ごとに確認できる． 

(2) 調査障害の把握 

調査障害の把握は，調査者の位置情報やサーバ

における調査データの受信頻度を確認し，以下の

ように判定して障害の発生を管理者に通知する． 

 調査者の位置情報：調査者が一定時間以上動

きがない場合や，調査エリア外に逸脱してい

る場合 

 調査データの受信頻度：サーバで調査データ

を一定時間以上受信していない場合 

3.5 管理者による調査後の整理 

管理者用のクライアント端末で，調査データの

整理・分析を支援する．調査データの要素には，

位置や日時が含まれるため，調査結果は調査エリ

アや街区ごと，また時系列による比較ができる． 

 

4. おわりに 

本稿では，スマートフォンを用いたフィールド

調査支援システムを提案した．今後は，実際にシ

ステムを実装しシステムを用いた調査を行い，シ

ステムの有効性の検証を行う必要がある． 
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